



　九州保健福祉大学では、平成 21 年度 4 月に公布された「博物館施行規則の一部を改正する省令」
で示された新課程に基づき、平成 22 年度より学芸員養成課程を開設しているところである。新課程で
は、旧課程における博物館資料論 4 単位が「博物館資料論」「博物館展示論」「博物館資料保存論」か
らなる 3 科目 6 単位へと分科・拡充が図られ ( 註 1)、より高い専門性と実践力を備えた人材の育成が目
的とされたが、施行が「平成 24 年 4 月 1 日から」とされたことから、学芸員養成課程を設置してい
る大学の多くが、新課程に基づいた科目の開講を平成 24 年度に見送った状況であった。
　こうした実施状況の中、九州保健福祉大学での学芸員養成課程開設以降、平成 22 ～ 24 年度の 3 年間、
筆者は新課程に基づいた博物館資料論と博物館展示論の概論・総論となる「博物館資料論Ⅰ」「博物館
展示論Ⅰ」を担当した。3 年間の講義内容に大幅な変更等はなく、平成 22 度の講義概要を記録した『九





動物園に勤めたい、あるいは、動物園に関する勉強をしたい、との希望から」( 註 3) 設置された課程で
あることから、「博物館資料論Ⅰ」「博物館展示論Ⅰ」の受講者は、いずれも同学科の学生のみで構成
される。
　平成 22 年度は、両科目の配当年次である同学科 3 年生 21 名中 20 名が、平成 23 年度には 3 年生
18 名中 7 名と 4 年生 1 名（博物館資料論Ⅰのみ）の 8 名が、そして平成 24 年度には 3 年生 36 名中
14 名と 4 年生 1 名（博物館展示論Ⅰのみ）の 15 名が受講登録を行っている。当然のことながら、3
年生の受講登録者は、他の学芸員養成課程に関わる科目の受講登録者と同数と考えられるが、平成 22
年度は学芸員養成課程が開設された初年度ということもあり、卒業に必要な必修科目ではないにも関




　次に講義回数であるが、平成 22 年度は「博物館資料論Ⅰ」「博物館展示論Ⅰ」のいずれも 6.5 回の
講義と、試験も実施する総括としての 1 回の計 7.5 回をもって、受講態度や試験結果から総合的な評
価を行い、各 1 単位を認定したが、平成 23 年度以降は 7.5 回の講義を行った後に 1 回の試験を実施し、








　このような講義回数で平成 22 年度同様、土曜日 1 時限（9 時 00 分～ 10 時 30 分）に開講した両
科目であるが、公欠や受講放棄者を除くと最多でも欠席者が 2 名と、極めて高い授業出席率の中で講














している。また、講義計画についても、以下の 7 項目の内容とその到達目標を掲げ、3 年間実施した











































大きな内容の変更は行っていない。しかし、平成 22 年度と平成 23 年度以降については、前章でも記
したように、「単位制度の実質化」の実現がより進められる中で 1 回分の講義時間が増えており、平成







































　　る１つの構成物へと用意する芸術」( 註 10) であり、計画する学芸員には「人間性と心理学について























等は行っていない。しかし、平成 22 年度と平成 23 年度以降については、「博物館資料論Ⅰ」と同様に、












写真 2 博物館展示論体験実習風景 ( 左：2011 年、右：2012 年 )
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　アンケートは、「学生の授業に対する取組」について問う Q1 ～ 3 と、「教員の授業に対する取組」
について問う Q4 ～ 10、「授業に対する学生の理解度・達成度」について問う Q11 ～ 12、そして「総
合評価」となる Q13 の、13 の設問からなるが、その中で、「学生の授業に対する取組」についての結
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